
社会とともに持続的に発展する

ヘルスケア企業グループを目指して

サワイグループホールディングス株式会社

東京証券取引所市場 第一部

証券コード：4887
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会社名 サワイグループホールディングス㈱

創業 1929年4月

設立 2021年4月

資本金 100億円

本社 大阪市淀川区

上場市場 東京証券取引所市場 第一部

（証券コード：4887）

代表者 代表取締役社長 末吉 一彦

事業内容 グループの経営管理および

関連する業務を担う持株会社

従業員数 3,003名 （連結、2021年3月末）

業績 売上収益 1,872億円 、 コア営業利益 ３４０億円、営業利益189億円

（連結、2021年3月期）

会社概要

沢井製薬を中核とする持株会社
ジェネリック医薬品事業を中心に、社会とともに持続的に発展するヘルスケア企業グループを目指し
2021年4月に持株会社体制に移行
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事業セグメント

 1919年に設立、創業100年
の歴史を持つ米国本社の
ジェネリック製薬企業

 市場シェア上位の製品や製造
難度の高い徐放性製剤を有し、
独自のポジションを構築

 19４８ 年設立の医療用医薬品メー
カー

 高品質・高付加価値のジェネリック
医薬品の製造・販売を通じて、少子
高齢化や医療の高度化に伴う医療
費の増大という社会的課題の解決
に貢献

Upsher-smith

沢井製薬

米国
売上 336億円

国内、米国それぞれにおいてジェネリック医薬品事業を展開
（日本事業： 沢井製薬・メディサ新薬・化研生薬、米国事業： Upsher-smith）

日本
売上 1,536億円
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これまでの成長の軌跡

• ジェネリック医薬品の需要拡大を見据えて実施した先行投資が奏功し、着実な成長を実現

• 2017年5月Upsher-smithを買収、米国市場に本格進出

4

1,872億円

売上収益 営業利益・コア営業利益※1

189億円
日本事業
1,536億円

米国事業
336億円

340億円

※1 コア営業利益は、営業利益から償却費・減損損失などの非経常的な要因等による損益を除いて算出

※2 2018/3期以降 IFRS基準


Graph1

		2008年度		2008年度

		2011年度		2011年度

		2014年度		2014年度

		2017年度		2017年度

		2020年度		2020年度



営業利益

コア営業利益

47億円

47

150

207

222

311

189

340



Sheet1

				売上収益		内、米国事業		営業利益		コア営業利益 エイギョウリエキ

		2008年度 ネンド		500				47

		2010年度 ネンド		638				136

		2011年度 ネンド		676				150

		2011年度 ネンド		805				150

		2013年度 ネンド		898				191

		2014年度 ネンド		1,054				207

		2014年度 ネンド		1,234				207

		2016年度 ネンド		1,324				206

		2017年度 ネンド		1,348		333		222		311		1,015		1,681

		2017年度 ネンド		1,441		402		222		311		1,039		1,843

		2019年度 ネンド		1,441		384		268		343		1,057		1,825

		2020年度 ネンド		1,596		406		189		340		1,190		2,002






Graph1

		2008年度		2008年度

		2011年度		2011年度

		2014年度		2014年度

		2017年度		2017年度

		2020年度		2020年度



売上収益

内、米国事業

443億円

443

676

1054

1348

333

1536

336



Sheet1

				売上収益		内、米国事業		営業利益

		2008年度 ネンド		443				47

		2010年度 ネンド		638				136

		2011年度 ネンド		676				150

		2011年度 ネンド		676				150

		2013年度 ネンド		898				191

		2014年度 ネンド		1,054				207

		2014年度 ネンド		1,054				207

		2016年度 ネンド		1,324				206

		2017年度 ネンド		1,348		333		222				1,015		1,681

		2018年度 ネンド		1,441		402		258				1,039		1,843

		2019年度 ネンド		1,441		384		268				1,057		1,825

		2020年度 ネンド		1,536		336		268.5				1,200		2,002







ジェネリック医薬品

サ ワ イ の 存 在 意 義
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ジェネリック医薬品事業を軸に、製薬企業、製造業としてさまざまな取り組みを実行

社会課題解決に向けた取り組み

シンポジウムやセミナーへの協賛、
医療番組への提供等
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事業とSDGsの関連性

目標３：すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する

「すべての人に健康と福祉を」への貢献

・目標３を重点目標とし、ジェネリック医薬品事業を通じて達成に貢献
・今後、ジェネリック医薬品以外の新たな事業やアメリカでの事業拡大により、
国内外に貢献範囲を広げていく
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医療費の増加

8

高齢化に伴い医療費は年々増加
医療費のうち薬剤費は約10兆円

75歳以上
約4割

65歳以上
75歳未満

約2割

65歳未満
約4割

43.4兆円
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65歳以上人口の推移

日本の総人口は減少するが65歳以上人口は今後も増加

出典： 総務省「統計からみた我が国の高齢者（65歳以上）」をもとに沢井製薬作成
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医薬品の分類

医薬品

医療用医薬品 一般用医薬品
（OTC医薬品等）

特許期間中のもの

新薬

特許が切れたもの

長期収載品
（先発品、先発医薬品）

ジェネリック医薬品
（後発品、後発医薬品）

特許満了

一般の薬局、ドラッグ

ストアで販売

医療機関で診察
を受けたときに
医師から処方
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ジェネリック医薬品とは

※欧米では一般名（generic name）で処方されることからジェネリック医薬品と言われている。
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沢井製薬が取り組んできた事業を通じた

社会課題への取り組み

サワイのビジネスモデル：
患者さんの健やかな暮らしの実現と医療費節減による持続可能な社会への貢献
社会課題解決への取り組みを通じて成長を実現

1,389 億円

3,176億円

805億円

1,536億円

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

沢井製薬の製品による医療費節減効果

医療費節減効果 売上
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国内医薬品市場全体における沢井製薬の位置づけ

金額シェア 数量シェア

沢井製薬
2%

沢井製薬
8%

日本の医薬品市場における社会インフラ
国内の医薬品供給数量のうち約8%のシェア

薬価ベースの
市場規模
約10兆円

数量ベースの
市場規模

約1,700億錠



外 部 環 境
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65歳以上人口の推移

日本の総人口は減少するが65歳以上人口は今後も増加

出典： 総務省「統計からみた我が国の高齢者（65歳以上）」をもとに沢井製薬作成
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外部環境の変化 -国内ジェネリック医薬品市場全体の見通し

2017年 2020年

79%

70%

国内ジェネリック医薬品の数量シェア推移

＊数量シェアは当社推計値

2017年以降3年間でジェネリック医薬品の数量シェアは80％近くまで上昇
今後は成長鈍化を見込むものの一定程度の需要拡大を予想



© 2021 SAWAI GROUP HOLDINGS Co., Ltd. 17

沢井製薬

約16%

Ａ社

Ｂ社

その他

約190社

外部環境の変化 –マーケットシェア

現在のマーケットシェア

＊シェアは当社推計値

薬価下落等業界全体の収益性悪化の可能性
190社程度あるジェネリック医薬品業界は今後さらなる再編と淘汰が進むと予想
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今後ジェネリック医薬品が発売可能な市場

Copyright © 2021 IQVIA. 
JPM 2021年3月MATをもとに沢井製薬分析（無断転載禁止）

2019年度
全医薬品市場
10.6兆円

6～10年以内に発売可能

1.5兆円

５年以内に発売可能

2.0兆円

薬価ベースの
市場規模

10.3兆円


Graph1

		5年以内に上市可能

		１０年以内に上市可能

		その他



売上高

2.5

1.7

10.6294



Sheet1

				売上高

		5年以内に上市可能 ネンイナイカミイチカノウ		2.5

		１０年以内に上市可能 ネンイナイカミイチカノウ		1.7

		その他 ホカ		10.6294







サ ワ イ の 特 徴 ・ 強 み

• 特 許 調 査 ・ 分 析 力 、 製 剤 開 発 力

• 8 0 0 品 目 の 品 揃 え

• 安 定 供 給 力

• 強 固 な 財 務 基 盤
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特許調査・分析力

特許の回避あるいは無効化を検討
他社に先駆けての販売を目指す

開発品目候補の特許※を調査・分析

先発品の用途特許について、特許無効審判を請求、
無効審決となったことから先行発売

特許を回避して製剤化を実現

※ 医薬品の特許には以下の特許がある

物質特許 用途特許 結晶形特許
製法特許 用法用量特許 製剤特許

新製品の一番手での発売により高いシェアを獲得

できるだけ早くジェネリック医薬品を世に出すことができれば、
他社との差別化が可能、また、医療費削減にも寄与
サワイでは、毎年単独発売品目の発売を実現

過去のケース
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医薬品の製剤開発力

患者さんや医療関係者の皆さんの声を生かし、より良いお薬を作っています

原薬選び

 厳しい規格をクリアする良質なものだけを選定

 サワイでは、厚生労働省が定めるものより
厳しい自主基準に適合した原薬を使用

 高い品質を守るため、原薬の段階からその物性
（性質や状態）なども徹底的に分析し、厳選

製剤化研究

 サワイジェネリックの研究開発のポイント
・タイムリーでスピーディーな開発
・新薬と同じ有効成分・同等の効き目で、
さらにより良い品質の医薬品を作ること
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製剤工夫の事例

最新の技術で様々な工夫をしています



当社製品

約800品目の製品ラインナップ
生活習慣病用剤から抗がん剤まで、幅広い疾患に対応
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安定供給力

生産能力と販売数量の推移

業界随一の生産能力、販売数量を誇る

（単位：億錠）
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安定供給 全国6工場体制を確立

九州工場 （福岡県飯塚市）
敷地面積70,351㎡
生産能力22億錠
就業人数 約380名

三田工場 （兵庫県三田市）
敷地面積14,686㎡
生産能力48億錠
就業人数 約240名

関東工場 （千葉県茂原市）
敷地面積135,857㎡

生産能力35億錠
就業人数 約520名

第二九州工場 （福岡県飯塚市）
敷地面積60,395㎡
生産能力20億錠 / 就業人数 約340名

鹿島工場 （茨城県神栖市）
敷地面積146,200㎡
生産能力30億錠
就業人数 約320名

三田西工場 （兵庫県三田市）
敷地面積23,136㎡
就業人数 約130名
※包装のみを実施



2030年のVision
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Sawai Group Vision 2030

2
7

より多くの人々が身近にヘルスケアサービス

を受けられ、社会の中で安心して活き活きと

暮らせる世界

創りたい世界像

ありたい姿

個々のニーズに応じた、科学的根拠に基づく

製品・サービスを複合的に提供することで、

人々の健康に貢献し続ける存在感のある会社

Sawai Group

Vision 2030
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Sawai Group Vision 2030 事業展開

2
8

疾患予防 診断 治療

健康食品
事業

デジタル・
医療機器事業

ジェネリック
医薬品事業

希少疾患新薬
開発

プ
ラ
イ
マ
リ

領
域

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ

領
域

新
規
事
業

ジェネリック医薬品事業を中核に新規事業も育成

プライマリ領域において、予防から治療まで幅広い範囲で、薬剤治療に限らない選択肢を提供
また、これまでにない治療機会を提供すべく、希少疾患領域の新薬開発事業にも参入
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Sawai Group Vision 2030 目標数値

2
9

1,347 1,536 

日本事業

2,600

333 

336 

米国事業

600

新規事業

800

14.9%

15.7％

20.0%以上

2017年度 2020年度 2023年度 2030年度
目標

新規事業
米国事業
日本事業
国内GE内シェア

1,681

億円

1,872

4,000

（円/＄＝100）

現在
2020年度

「Vision 2030」
2030年度

日本事業 売上収益 1,536億円 2,600億円

販売数量 133億錠 200億錠

販売数シェア 15.7% 20.0％以上

生産能力 155億錠 230億錠以上

新規事業 売上収益 － 800億円

米国事業 売上収益 336億円 600億円

売上収益合計 1,872億円 4,000億円

ROE 5.8％ 10％以上

目標及び前提数値



中 期 経 営 計 画

「START 2024」
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「START 2024」 3つの柱

3
1

ジェネリック医薬品事業 新規事業への進出

③ 新たな成長分野の開拓

• デジタル・医療機器事業

• オーファン医薬品事業（ALS等）

• 健康食品事業

①国内GE市場におけるシェア拡大

• 新製品の売上増加

• 安定供給力の強化

②米国事業における
将来の成長に向けた事業投資
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3年間で85品目以上の新製品を発売予定

①国内GE市場シェア拡大：新製品の売上増加

3
2

上記以外にも単独発売品目の
発売を計画

今後も当社の強みである知財戦略により同業他社を凌駕し、
国内ジェネリック医薬品事業全体の収益拡大を図る

新製品発売計画

2021年度 2022年度 2023年度

製品数 32 27 26

先発市場（億円） 2,507 2,880 2,744
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①国内GE市場シェア拡大：安定供給力の強化

3
3

200億錠以上の

自社生産体制確立を目指す

（億錠）

業界随一の生産能力、販売数量

業界再編・集約化を見据え、
自社工場建設、他社工場買収、高品質の生産委託先の確保等あらゆる手段を講じ、

さらなる供給能力向上を目指す


Graph1

		2014年度		2014年度

		2020年度		2020年度

		230



生産能力

販売数量

100

80

155

133



Sheet1

				生産能力 セイサンノウリョク		販売数量 ハンバイスウリョウ

		2012年度 ネンド		80		57

		2014年度 ネンド		100		80

		2020年度 ネンド		155		133

				230
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②米国事業における将来の成長に向けた事業投資

3
4

2020年度 2030年度目標
（円/＄＝100）

2023年度
「Sawai Group Vision 2030 」「START 2024」

600億円

336億円

今後の収益イメージ

2023年度までの3年間は

将来の収益性向上のための設備面、

研究開発等の先行投資を予定

2024年以降の成長を目指す
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新規事業

デジタルヘルスケア領域での事業展開
不眠症治療用アプリをはじめとする医療用アプリの開発等の提供・開発に
取り組んでいるサスメド社との資本業務提携

片頭痛・うつ病向けデジタル医療機器の日本における独占開発販売契約締結
ニューロモデュレーションを使用したデジタル治療を手がけているニューロリーフ社
とデジタル医療機器の日本での独占開発販売契約

 PHR事業協業開始
オンライン診療の拡大、普及とともに重要となるPHR（パーソナルヘルスレコード）
事業について、本年５月より株式会社インテグリティ・ヘルスケアと協業を開始
インテグリティ・ヘルスケアがOEM提供するPHR管理システムを、
沢井製薬ブランドとして提供

新薬開発(希少疾病用医薬品)、デジタル･医療機器など、新たな事業に進出

 ALS治療薬の開発
筋萎縮性側索硬化症（ALS）治療薬について、ニュージェン・ファーマ社と共同開発新薬事業

デジタル・
医療機器事業

健康食品事業
参入検討中
健康寿命の延伸（ロコモ・フレイル対策、認知症、生活習慣病予防等）をサポートする
健康食品事業への参入を検討中
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配当性向30％を目途とした、安定配当を実施

※2013年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
これに伴い、2013年度の期首に株式分割を行ったと仮定。2012年度はその分割を考慮し、再計算した金額を掲載
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70

85

95 

105

120

130 130
135

130 130

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0

20

40

60

80

100

120

140

160

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

配当金
配当性向



© 2021 SAWAI GROUP HOLDINGS Co., Ltd. 37

今後の社会課題解決に向けた取り組み

3
7

中核のジェネリック医薬品事業においては、

医薬品の社会インフラ企業として、なくてはならない企業となり、

社会的責任を果たしていきます。

また、社会と共に持続的に発展するヘルスケア企業グループとして、

ひとりでも多くの人々の健康に貢献できるように努めてまいります。

本業（事業）

① 持続可能な社会保障制度と
医療アクセス向上への貢献
（GEによる医療費節減）

② 新規事業による健康寿命延伸への
貢献

未病・予病を含むより広いヘルスケア領域に
事業拡大

日米GE事業売上の約2倍の医療費節減効果

数値目標等取り組む課題



ご清聴ありがとうございました
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